
4月19日（水）
13：00～16：00
場所：福祉センター相談室

4月10日（月）
5月10日（水）
13：30～16：00
場所：福祉センター相談室
※電話相談も受け付けています

＊事前の予約が必要です。
＊相談時間は一人30分です。
＊定員（6名）になり次第、締め切らせ
　ていただきます。 心配ごと相談は、日常のちょっとした悩みごとや

困りごとを気軽に相談できる場です。
予約不要ですので、お気軽にお越しください。【予約・問合せ】 電話 ４６ー０６１９

東彼杵町社協だより 第124号令和5年3月15日発行

東彼杵町社会福祉協議会 〒859-3807　長崎県東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷706番地4
電話：0957-46-0619　FAX：0957-46-1594　Eメール：sonogi2@fukushi-net.or.jp
ホームページ　http://www.higashisonogi-shakyou.jp
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無料弁護士相談 心配ごと相談

社協だより「ひだまり」は、社協会費、寄付、赤い羽根共同募金の配分金等を活用し発行しています。

※写真は２月に行った三つ葉の会の恒例行事、干支（兎）の小物づくりの制作風景と集合写真。
新メンバーも参加し楽しい会となりました。講師の瀧本先生ありがとうございました。

ひだまりひだまり

　三つ葉の会は、平成１０年１０月に設立以来、福祉施設の行事のお手伝いやフラワーボランティ
アへの参加などを行ってきました。
　そして、昨年６月からは高齢者や障害のある方を対象として、ゴミ出し等のちょっとしたお手
伝いを１回１００円で行うワンコインボランティアを始めています。
　「ゴミ出しなどのちょっとしたことだけ困っている。でもそのためだけにヘルパーさんを頼むの
は頼みづらい。」とか「かといってタダでしてもらうのも頼みづらい。」といったお困りがある方、
是非三つ葉の会事務局の末竹（☎４６－０６１９）までお気軽にご相談下さい。お互い様のボラ
ンティア精神を持って優しくお手伝い致します♪

あなたも仲間になりませんか？
三つ葉の会（ワンコインボランティア）の仲間募集中！

　三つ葉の会では、ワンコインボランティアのお手伝いに加わって下さる方を募集しています。い
つまでも安心して暮らし続ける東彼杵町となるように、そして、誰もがいくつになっても活躍出来
る東彼杵町になるように、三つ葉の会の活動に是非お力をお貸しください！あなたからのご連絡
をお待ちしております！！問い合わせは末竹まで。

ボランティア活動を始めるときには、『ボランティア活動保険』に加入しましょう。
ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや損害賠償責任を補償します。

【年間保険料】基本タイプ３５０円　申込みや詳細については、社協までお問い合わせください。

～ボランティア活動保険のご案内～

　ふれあいいきいきサロン連絡協議会
では、２月 14 日役員会終了後、「ボッチャ」で交流を
図りました。
　「ボッチャ」はカーリングに似た競技で昨年のパラリン
ピックで注目され、現在静かなブームが起こっています。
　参加者は 3～ 4 名ずつ８チームに分かれ、それぞれ
簡易ルールで対戦しました。最初、戸惑われていた方も
すぐにルールを理解され、最後は大盛り上がりでした。
早速、「うちのサロンでもやりたい。」との声があがって
いました。
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　町社会福祉協議会では、
「子育て支援事業」として町の乳児相談に来
られた生後３～４か月の赤ちゃんに、健やか
な成長を願っておしりふきとオムツ処理袋を
お渡ししています。
　写真は、1 月の乳児相談に来られたピンク
の髪留めがとっても似合う赤ちゃんです。愛
らしく微笑む表情にとても癒されますね。



　この度、日本赤十字社長崎県支部より、災害
救援車を配備いたしました。
　この車両は、災害の備えとして、また赤十字
活動を円滑に進めていくために有効に活用させ
ていただきます。
　写真は、日本赤十字社長崎県支部（長崎市内）
で行われた引渡式の様子。
　写真右が、日本赤十字社 長崎県支部の園田
事務局長。

　株式会社セブン-イレブン・ジャパンと県、県社会福祉協
議会とが社会福祉活動・寄託品に関する協定を締結したこ
とにより、本会に商品を寄贈していただきました。
　今回は、スナック菓子「ひねり揚」50箱（600袋）をい
ただきました。
　寄託品は、居場所「みんなおいでよ」（NPO法人おんぶ
にだっこ）や町内
の福祉施設、生活
に困っている方へ
お届けいたしま
す。

　高校生ボランティアが主体となり、子どもの学習支援や居場所づくりを担ってきた「ラビッ
ト教室」。コロナ禍ではあったものの、令和3年 9月にスタートし、多くの子どもたちが足

を運びました。この日、参加した高校生ボラ
ンティアは、「子どもたちが喜んでくれる姿を
みて、やりがいを感じた」「子どもたちと過
ごせて楽しかった」と話してくれました。
　この春、高校生ボランティア
たちの進学にともない、3 月で
終了することが決まりましたが、
今後このような居場所が再び立
ち上がることを期待しています。

　令和５年１月１９日（木）に支えあいたい東そのぎ（協議体）のメンバーを対象とした勉強会を
開催しました！公益財団法人さわやか福祉財団から鶴山理事を講師としてお招きし、生活支援体制
整備事業についての講話や、全国の取り組みに関する情報提供等をいただきました。
　支えあいたい東そのぎでは、「思いやりと支えあいのある東そのぎ町」～誰もが住み慣れた地域
の輪の中で、互いに支えあい、尊厳を維持し、生きがいをもって安心して暮らすことができる町～
を目指す地域像としています。
　今回の勉強会を通じて、支えあいのある町づくりを実現するために「自分たちに出来ることは何
があるか」を見つめなおす機会になりました。２０２５年問題を迎えても、元気な高齢者が主役となっ
て、支えあいに溢れた東彼杵町で乗り越えられるよう、来年度も支えあいたい東そのぎを中心に
多くの方に取り組みをご理解いただけるよう、普及啓発に努めてまいりますので皆様のご協力をど
うぞ宜しくお願い致します。

ご 寄 付 お 礼 （令和５年１月19日 ～２月20日  受付分）

社会福祉事業資金として、善意の寄付や香典返しの一部をご寄付いただきました。皆様のご厚意に心から感謝申し上げます。

•江頭 正美 様（橋ノ詰）より
　故 江頭 政人 様のご逝去にあたり
•福島 常晃 様（平似田）より
　故 福島 幸春 様のご逝去にあたり
•藤澤 克次 様（本町）より
　故 藤澤 キヌエ 様のご逝去にあたり
•二瀬 定男 様（菅無田）より
　故 二瀬 キサ 様のご逝去にあたり

•吉永 實枝 様（下三根）より
　故 吉永 一博 様のご逝去にあたり
•佐藤 泰敬 様（駄地）より
　故 佐藤 敬子 様のご逝去にあたり
•大山 次作 様（太ノ原）より
　故 大山 ミツ 様のご逝去にあたり
•宮﨑 勝義 様（坂本）より
　故 宮﨑 義一 様のご逝去にあたり

～生活支援体制整備事業～

赤十字災害救援車を配備しました赤十字災害救援車を配備しました

新聞ちぎり絵を楽しむ子どもたちと、
それをサポートする高校生ボランティア

～株式会社セブン-イレブン・ジャパンより商品寄託～

これからの協議体のあり方
について考えました！
これからの協議体のあり方
について考えました！

すてっぷあっぷの皆さんすてっぷあっぷの皆さん常明園の利用者の方と佐藤施設長（右）常明園の利用者の方と佐藤施設長（右）
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